
医 療 安 全  通 信医 療 安 全 対 策 委 員 会

イ ン シ デ ン ト レ ポ ー ト

そ の イ ン シ デ ン ト レ ポ ー ト 、 未 来 を 変 え る チ ャ ン ス に

活 用 し て い ま す か

参 加 は こ ち ら を

ク リ ッ  ク ！

医 療 安 全 管 理 者 、 安 全 管 理 に 携  わ る 皆 さ ま

大 阪 府 看 護 協 会 で は 、 安 全 管 理 に 携 わ る 者 で

構 成 す る 「 医 療 安 全 対 策 委 員 会 」 を 中 心 と し た

1 1 支 部 の 医 療 機 関 が 、「 支 部 医 療 安 全 交 流 会 」

に  参  加  し て  ネ ッ ト ワ  ー  ク の  構  築  を  図  っ て  い  ま  す  。

医 療 安 全 管 理 者 と し て 、 ぜ ひ 参 加 し ま せ ん か 。

な  ぜ  お  き  た  の  だ  ろ  う （  根  本  原  因  ）

カ ル テ 記 載 が で き て い る の か な

・ 患  者  の  状  態

・  患  者  ・  家  族  へ  の  説  明  、 対  応

ア ク シ デ ン ト 発 生 時 に は 初 動 対 応 ・ 患 者 の 安 全 が 第 1

物  品 （  心  電  図  波  形  ・  使  用  し  た  機  器  等  ） の  保  全  を  し  よ  う

同 意 書 の 有 無 ・ 事 前 のI. C の 有 無

+  そ  の  際  の  患  者 ・ 家  族  の  反  応

チ ー ム 内 で の サ ポ ー ト 体 制

現 場 の 課 題 を 共 有

見 え る 化1

患 者 の 安 全 を 確 保

素  早 く 対 応2

再 発 防 止 に つ な げ る

防 ぐ3

現  場  の 「  声  」 か  ら  シ  ス  テ  ム  改  善  へ

改 善4

チ ー ム 全 体 の 安 全 の 意 識 を 向 上

育  て る5

P ati e nt( P)

M a n a g e m e nt( m)

S oft w a r e( S)

H a r d w a r e( H)

E n vi r o n m e nt( E)

Li v e w a r e( L)

患 者 の 特 性

組 織 的 側 面 、 文 化 、 管 理 等

プ ロ セ ス 、 手 順 、 ガ イ ド ラ イ ン な ど

設  備  ・  医  療  機  器  、 医  薬  品  な  ど

作 業 が 行 わ れ る 環 境

当  事  者  の  特  性  、 知  識  、 行  動  傾  向  等

チ  ー  ム  内  の  協  力  、 コ  ミ  ュ  ニ  ケ  ー  シ  ョ  ン  な  どLi v e w a r e -
Li v e w a r e( L- L)
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Ｐ ｍ S H E L L モ デ ル 分 析 を す る 際 に 使 え る よ分 析 を す る 際 に 使 え る よ分 析 を す る 際 に 使 え る よ分 析 を す る 際 に 使 え る よ
イ ン シ デ ン ト レ ポ ー ト を 読 む 際 の 確 認 事 項

報 告 が 個 人 の 問 題 か ら

組 織 の 改 善 へ と 繋 が る 鍵 で す

イ ン シ デ ン ト ・ ア ク シ デ ン ト レ ポ ー ト か ら 読 み 取 る 重 要 な こ と っ て ？

イ ン シ デ ン ト レ ポ ー ト の 役 割

本 当 の ポ イ ン ト は こ こ!! 医 療 安 全 管 理 者 が 見 る 視 点

「 支 部 医 療 安 全 交 流 会 」 に 参 加 し て 、

相 談 や 情 報 交 換 、 解 決 に 向 け た ス キ ル を 高 め 合 お う
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4 .1 82 0 2 5 金

1 1 :0 0 　 1 2: 0 0

[ 日 時 ]

イ ン テ ッ ク ス 大 阪[ 会 場 ] 

E V E N T D AT A

知 っ て て よ か っ た 災 害 医 療 の 基 礎 知 識
～ 南 海 ト ラ フ  に 備 え る 大 阪 の 医 療 体 制 ～

藤 見 聡 氏

大 阪 急 性 期 ・ 総 合 医 療 セ ン タ ー
高 度 救 命 救 急 セ ン タ ー セ ン タ ー 長 、 統 括 D M A T 隊 員

講 師

3 0 年 以 内 の 発 生 率 が 8 0 ％ と い わ れ る 南 海 ト ラ フ 地 震 。 最 新 の 知

見 を 踏 ま え た 新 被 害 想 定 に 対 し 、 南 海 ト ラ フ 地 震 防 災 対 策 推 進

基 本 計 画 が 見 直 さ れ た こ と を 受 け 、 住 民 が 災 害 時 に 適 切 に 活 動

で き る た め の 知 識 と 備 え に つ い て わ か り や す く 講 演 さ れ ま し た 。

講 演 は ク イ ズ を 交 え た 参 加 型 で 、 ア ン サ ー パ ッ ド の 使 用 で リ ア ル

タ イ ム に 結 果 を 可 視 化 。 ユ ー モ ア た っ ぷ り の 選 択 肢 に 会 場 は 大

い に 盛 り 上 が り ま し た 。

医 療 機 関 に 求 め ら れ る 役 割 を は じ め 、 阪 神 淡 路 大 震 災 で の 初 期

医 療 体 制 の 遅 れ を 教 訓 に 整 備 さ れ た 災 害 派 遣 医 療 チ ー ム

（ D M A T ） の 活 動 内 容 や 、 能 登 半 島 地 震 で の 活 動 報 告 と 充 実 し た

内 容 で し た 。 災 害 時 の 公 的 支 援 に は 一 定 の 時 間 が か か る た め 自

助 を 中 心 と し た 事 前 の 備 え が 重 要 で あ り 、 日 頃 か ら 地 域 コ ミ ュ ニ

テ ィ を 大 切 に し た 共 助 の 取 り 組 み を 進 め る こ と が 、 災 害 に よ る 被

害 を 少 な く す る こ と に つ な が る こ と を お 話 し い た だ き ま し た 。

災 害 に よ る 被 害 を 少 な く す る 社 会 を

実 現 す る た め に は ・ ・ ・

連 携 が 重 要
自 助

● 災 害 時 に 命 と 地 域 を 守 る た め 、

「 自 助 」「 共 助 」「 公 助 」 の 連 携 と 助

け 合 い が 重 要 。

減 災 の た め に

公 助

共 助

特 に

こ れ ら を 進 め る

国 民 運 動 の 展 開 が 必 要

自 分 の 身 は 自 分 で 守 ろ う

近 く の 人 で お 互 い 助 け 合 お う

【 自 助 】

【 共 助 】

出 典 ： 内 閣 府 H P よ り

出 典 ： 中 央 防 災 会 議 資 料 よ り

大 阪 ・ 関 西 万 博 が 開 幕 し た 週 に 「 第 1 0 回 看 護 未 来 展 2 0 2 5 」 が 始 ま り ま し た 。

今 年 度 は 防 犯 防 災 総 合 展 も 併 設 さ れ 、 災 害 時 に 適 切 に 活 動 で き る 為 の 知 識 と

備 え に つ い て 府 民 の 皆 さ ま に 知 っ て い た だ き た い と 講 演 会 を 企 画 し ま し た 。

P oi nt. 01

0

5 0

1 0 0

1 5 0

（ � ） 揺 れ に よ る 全 壊 棟 数

（ 万 棟 ）

現 状
耐 震 化 率 � � ％

全 壊 棟 数

耐 震 化 率 � � � ％

※ 地 震 動 ： 陸 側 、 津 波 ケ ー ス ➄ 、 冬 ・ 夕 方 、 風 速 � m/ s

約1 27. 9 万 棟

約 3 5. 9 万 棟

0

5

1 5

2 5

1 0

2 0

（ 万 人 ）

早 期 避 難 意 識 が
低 い 場 合

津 波 に よ る 死 者 数

全 員 が 発 災 後 � � 分 で
避 難 を 開 始 し た 場 合

※ 地 震 動 ： 陸 側 、 津 波 ケ ー ス ➀ 、 冬 ・ 深 夜 、 風 速 � m/ s

約 21. 5 万 人

約7. 3 万 人

7 割 減

7 割 減

※ 地 震 動 に 対 し て 堤 防 ・ 水 門 が
正 常 に 機 能 し 、 現 状 で 指 定 さ
れ て い る 津 波 避 難 ビ ル 等 の 活
用 を 考 慮 し た 場 合

0

（ � ） 家 具 等 の 転 倒 ・ 落 下 防 止 対 策 の 強 化

現 状
家 具 等 の 転 倒 防 止
実 施 率 約 � �. � ％

（ 人 ）

屋 内 収 容 物 移 動  ・  転 倒 ︑屋 内 落 下 物 に よ る 死 者 数

家 具 等 の 転 倒 防 止
実 施 率 � � � ％

※ 地 震 動 ： 陸 側 、 冬 ・ 深 夜

約 5, 3 0 0 人

約1, 8 0 0 人

1, 0 0 0

2, 0 0 0

3, 0 0 0

4, 0 0 0

5, 0 0 0

6, 0 0 0

0

2 0

6 0

1 0 0

4 0

8 0

（ 万 棟 ）

現 状
南 海 ト ラ フ 地 震 防 災 推 進 地 域 内
感 震 ブ レ ー カ ー 設 置 率 約 �. � ％

火 災 に よ る 焼 失 棟 数

感  震 ブ レ ー カ ー
設 置 率 � � � ％

※ 地 震 動 ： 陸 側 、 津 波 ケ ー ス ➄ 、 冬 ・ 夕 方 、 風 速 � m/ s

約7 6.7 万 棟

約 3 5. 8 万 棟

5 割 減

● 防 災 対 策 を 推 進 し た 場 合 に 見 込

ま れ る 被 害 軽 減 効 果 を 試 算 。

● 建 物 の 耐 震 化 や 津 波 か ら の 早 期

避 難 な ど 、 個 人 で も 取 り 組 め る 対

策 に よ り 、 被 害 が 大 幅 に 軽 減 す る

こ と が 見 込 ま れ る 。

強 震 動 に 対 す る 主 な 防 災 対 策

津 波 に 対 す る 主 な 防 災 対 策 火 災 に 対 す る 主 な 防 災 対 策

公 助 自 助

自 助 公 助

防 災 ・ 災 害 知 識 を 身 に つ け 、  

防 災 力 を ア ッ プ デ ー ト し よ う !”
“ 防 災 ・ 災 害 知 識 を 身 に つ け 、  

防 災 力 を ア ッ プ デ ー ト し よ う !

防 災 対 策 の 効 果 試 算

P oi nt. 0 2

1 .D M A T が  最  初 に 向 か う と こ ろ は 、

地 域 の 災 害 拠 点 病 院

2. 災 害 の 直 後 は 、 D M A T に 頼 れ な

い の で 、『 自 助 』 を 中 心 に し た 災 害

対 策 が 必 要

3. 地 域 の 組 織 が 中 心 と な っ て 、『 共 助 』

の 取 り 組 み を 進 め る こ と が 大 切

4. 出 た と こ 勝 負 は 避 け 、 事 前 の 自 助 /
共 助 / 公 助 の 備 え が 重 要

P oi nt. 0 3 ま と め

7 割 減

テ ー マ

看 護 未 来 展

講 演 会

Repor .
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